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親子で

もちつき

11j』1611、畆･l:野幼碓園で、

もちっ き会が行われました、

むらっき会は．親'r･の.μt あ

いを深め.よ１と紅年行われてい

ます、



あなたの声を町政に
～ 町 政 懇 談 会 ～

町政懇ａ 会で積俸的に意見 を述 べる参加書の皆さん く大軸地区）

夢加番の 曾さんに あいさつを述べる冨 永町長（只田・光明寺地区）

平
成
六
年
度
町
政
懇
談
会
か
、
十

月
卜
じ
日
の
小
坂
、
太
田
川
、
前
田
、

板
橋
地
Ｋ
を
皮
切
り
に
、
十
一
月
十

五
日
の
塚
野
目
地
Ｋ
ま
で
、
十
一
会

場
に
お
い
て
閧
催
さ
れ
、
延
べ
．二
百

四
十
一
名
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加

を

い
た
だ
き
ま
し
た
．

町
政
懇
談
会
は
、
対
話
を
通
し
て

町
民
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
町
政
に
反

映
で
き
る
よ
う
、
予
算
編
成
時
期
に

合
わ
せ
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
．

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
平
成
匕
乍

九
月
末
完
成
に
向
け
て
工
事
が
進
め

ら
れ
て

い
る
上
野
台
巡
動
広
場
と
￥

成
八
乍
に
叺
用
開
始
さ
れ
る
徳
江
地

内
の
県
北
流
域
下
水
道
処
理
場
の
硯

察
を
行
っ
た
後
、
懇
談
会
に
臨
み
ま

し
た
。

懇
談
会
に
は
、
町
川
か
ら
冨
永
町

長
は
じ
め
、
助
役
。
収
人
役
、
教
育

長
、
各
課
長
か
出
川
し
た
は
か
、
地

元
町
議
会
讌
は
の
皆
さ
ん
も
出
席
し

ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
冨
永
町
長
か
町
政

運
営

の
概
要

を
含

め
て

あ

い
气
ら

を

行

Ｊ
だ

後
、
開
催

地
．Ｋ

の
代

表
の

町

内
ぐ
　４
　
出
　
を

と

な

り
懇
談

が

進
め

ら

れ
。
参

加
羚
の

皆
さ

え
か

ら
、

地

城
で

抱
え

て

い
る

身
近

か
な

問
題

や

要
望

か
寄

せ
・
ら
れ
、
冨

永

町
長
や

担

当

課
妊
か

対
応

策
等
を

答
弁

し
ま

し

た

。町
政
懇

談
会
で

参
加

者

の
皆

さ
ん

か

ら
寄
せ

ら
れ

た
要
望

、
意

口
｀
等

に

つ

い
て

は
。
卜
分

に
検

討

が
加
え

ら

れ

、
来
年

の

一
川

か

ら
始

め
ら

れ
る

ｒ

算
編
成

に
礎

り

込
ま

れ

る
こ

と
に

な

り
ま
す

。

町
政
懇

談
会

に
参

加
し
て

い
た
だ

い
た
皆

さ
ん
本

肖

に
御
’ぶ

労
隊
で

し

た
。

山
崎
工
業
団
地
に

新
た
に
二
社
が
進
出

幹
者
の
定
住
化
対
策
の
一
つ
と
し

て
。
雇
用
の
場
の
確
保
を
図
る
た
め

町
が
造
成
、
分
譲
し
て
い
る
山
崎
一Ｌ

業
川
地
で
、
表
呑
新
た
に
二
吐
か
艇

叢
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

彖
春
の
操
ｔ

を
目
指
し
て
い
る
の

は
、
白
金
運
輸
㈱
の
北
隣
に
建
設
さ

れ
る
テ
イ
ェ
ム
技
研
㈱
柵
島
丁
場
と
、

道
を
隔
て
た
東
側
に
建
設
さ
れ
る
㈱

ユ
Ｊ一
ソ
ン

ー
サ
ー
ピ
ス

ー
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
の

。吐
で
す

。

テ
イ
ェ
ム
技
研
㈱
は
、
本
吐
か
鹿

児
鳥
県
に
あ
り
、
建
築
補
強
材
な
ど

を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す

。

卜

。
月
二
十
八
日
に
、
福
島
工
場

の
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
来
年
の
三
月

に
操
業
さ
れ
る
予
定
で
す
。

肬
北
関
東
地
方
の
製
造
販
売
の
拠

点
と
し
て
立
地
さ
れ
る
柵
鳥
工
場
の

従
吏
八
は
一
一
十
六
人
の
予
定
。
建
築

補
強
材
の
ウ
エ
ブ
レ
ン
、
ピ
″
ク
ブ

レ
ン
な
ど
を
製
造
し
、
乍
間
の
生
産

額
は
六
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

工
場
は
。
鉄
骨
・
木
造
の
一
階
建
、

建
築
而
積
は
『
　
て

四
．ｋ
六
㎡
。

ま
た
、
㈱
ユ
ニ
ノ
ン
ー
サ
ー
ビ
ス

ー

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
は
。
カ
レ
ー
、
（

ン
バ
ー
グ
、
鳥
の
空
揚
げ
、
豚
カ
ツ

な
ど
の
冷
凍
食
品
を
製
造
し
。
県
内

の
ト
ニ
の
チ
ェ
ー
ン
店
で
販
売
を
行

い
ま
す
、

工
場
は
、
鉄
骨
造
の
二
階
世
、
建

築
而
積
は
、
一
：

瓦
㎡
。
年
内
完
成

に
向
け
て
、
現
在
建
築
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

テ イエム枝研（鴾）の廸鑷 幤

２社 が進出する山崎 工業団地



安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
を

～
交
通
安
全
町
民
大
会
～

桑
折
町
・
国
見
町
交
通
安
全
町
氏

人
会

が
、
十
一
月
二
十
八
日
、
桑
折

町
柵
阯
セ
ン
タ
ー
で
川
催
き
れ
、
交

通
安
令
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
か
ら

約

。一
酉
五
卜
名
か
出
席
し
ま
し
た
。

人
会
で
は
、
出
席
青
全
口
か
女
通

事
故
犠
牲
桴
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た

後
、
安
細
隆
浩
桑
折
町
長
か
、

一
両

町
か
・ｂ
交
通
叭
故
を
な
く
す
倫
を
人

き
く
広
げ
ま
し
き

ご

と
式
辞
を
述

べ
、
冨
水
武
夫
国
見
町
長
、
志
賀
正

達
桑
折
腎
察
ｌ

妊
．
人
竹
占
兵
衛
桑

折
地
Ｋ
交
通
女
煢
協
会
ｋ
か
．
あ
い

さ
っ
を
行

卜
ま
Ｌ
た
．

‥
。`
涌
安
全
功

労
抒

や

交
通

安
全
優

良

団
体

・
嘔
業

所

な
ど

の
表
彰

や
表

彰
伝
逹
か
薛
わ

れ
た
の
に
続
き

、

。わ

た
し

た
ら

の
・
父
通

安
企

迦
動

」
と
題

し
て

、
４

汪
野
地

卜
交

涌
安

兮
け

の

公
公

長
の
占

川
ト

モ
Ｆ

３

ん
が
、
桑

折

町

の

。
。
廴
に
続

き
交

辿

安
全
に

っ

い
て

の
提

。い
を
‥町

い
。
翦
卯

矜
か

ら

拍
Ｆ

が
送

ら
れ

ま
し

た

桑

折
町

な
醸
片

中

中
皎

ブ
ラ

ス
バ

‐
‘
ド
の
皆
χ
‐‐
ん

に
よ

る
演
奏

か
、

人

公

に
佗
を

添
え

。

一
交

通
小

故
の

な

い
安
（
ｒ
で
快
適
な
交
通
吐
余
の
友
現
）

に
向

け

た
人
会

宣
。パ
を
参

加
矜
ｔ

ｄ

の

人
き
な

拍
ｆ

で
採

択
し

、
人

急
を

終

え
ま

し
た

表
彰
お
よ
び
表
彰
伝
連
さ
れ
た
皆

さ
ん
（
国
目
｀
町
ひ
・
敬
称
略
）

◇
大
会
長
・
桑
折
警
察
署
長
連
名
表

彰交

通

安
（
1‐
:功

労

矜

作

休
　

。、
叭

・

占

川
・
・
．ｊ
ｔ

。Ｌ

）匸

Ｘ

通

安
｛

ド
優

良

巾

ｔ

所

川

‥
｝‘
Ｍ

吸

株

式

会

祉

◇
桑
折
警
察
蛋
長
・
桑
折
地
区
安
全

運
転
管
理
者
協
会
長
連
名
表
彰

つ
．ｔ
成
人
印
度
女
通
巾
故
防
庄
コ
ン

り
限
会
哇

．
條
運
送

株
式
公
哇
自
鳥
ゴ
４
７
倶
楽
部

鈴
り
商
町
株
式
余
列
国
Ｕ
、攴
咄

国
口
｀
町
役
場

◇
東
北
管
区
局
長
・
東
北
交
安
協
会

長
連
名
塞
彰

阿
部
　
松
人

◇
全
日
本
交
安
協
会
長
表
彰

・
一
優
良

迦
転
荐

吋
Ｌ
　

隆
蔵

◇
県
警
本
部
長
・
県
交
安
協
会
長
・

県
安
管
協
会
長
連
名
表
彰

し
ｆ
成
六
乍
・
曵
交
通
事
故
防
Ｉ
コ
ン

ク
ー
ル

祢
川
郵
便
Ｑ
・
宇
佐
見
印
刷
所

介
附
会
社
だ
妻
奴
光
レ
ン
タ
カ
ー

㈱
大
…Ｇ
艇
器
上
ｔ

叫
川
見
Ｌ
場

仙
六
ス
ト

。
キ
ン
グ
㈱
国
日
｀
工
場

介
限
会
社
加
島
哇
吋
丁
ｔ

マ
ル
ト
メ
リ
ヤ
ス
斤
附
会
吐

◇
県
交
対
協
会
長
表
彰

・
夊
浦
安
全
活
動
鵬
力
者

安
川
　
節
。卜

◇
県
警
本
部
長
・
県
交
安
協
会
長
途

名
表
彰

ごＩ
交
通
安
令
功
略
者

占
川
　
利
明
・
…Ｕ
崎
　

昇

ご
優
良
運
転
者

人
沼
　

勉
・
Ｅ
手
　
昭
市

八
島

義
信
・
阿
部
　

博

佐
久
間
正
男

◇
福
島
民
友
新
聞
社
特
別
表
彰

小
収
地
区
交
通
安
全
母
の
会

交通皋戡の撲滅を霙･..た桑 折町・匡見酣1交通安全町Ｍ大会

大会長の安紡桑折可 莨から表彰 を発け る吉田さん

年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動
実 施 期間　平成６年１２月１０日･ヽ 平成７年１月ワ日

スロ ーガン 「事故ゼロヘ　大きな輪になれ　うつくしま」

いのち

一もう一度 生命のベルト　 たしかめてー

運動の璽点 巾 シートベルト着用の徹底

{  2 雪・凍結時の交通事故防止

3  飲酒運転の追放

飲酒運転を追放しましょう



万
一
に
備
え

炊
き
出
し
・
放
水
訓
練
を
実
施

秋
の
全
国
火
災
予
防
迎
動
期
間
中

の
十
一
月
十
三
日
、
国
見
町
赤
卜
字

本
仕
団
で
は
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
炊
き
出
し
訓
練
を
尖

施
し
ま
し
た
。

日
本
赤
亅
字
吐
陥
鳥
県
攴
部
囚
兒

町
分
区
長
（
冨
水
武
人
町
長
）
が
。

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
後
、
国
見
町
赤

１
字
夲
仕
団
委
は
輿
（
仲
野
周
・
町

議
会
議
長

）
が
、
訓
練
問
始
命
令
ダ

兒
令

、‐
』、
ｙ

漣

、
訓

紳
に
参
川

し

た

約
四

十
名

の
川
口
、町
赤

卜
字
奉

仕
団

員
の

杵
さ

ん
は

、
炊
き

出
し

訓
練

に

収

り
掛
か

り
ま
し

た

日

本
赤

卜
字
阯

で
川

意
し

た
災
山

救
護
Ⅲ

『
非

常
食

』
の

袋

に
、
米

一

べ
目
と
水

士
人

れ

た
後
、
帖

ゴ
ム
で
袋

の
口

か
４

め
、
沸

騰
し

た
山
で

．一

分

ゆ
で

る

と
炊
き
上

が

り
ま
す

参

咄
し

た
皆
さ

ん
は

．
初

め
で

た

は
思

え
ぬ
陞

、
ｒ

際
良
く

非
常

食
を

什
り
ま

し

た

ま

た
、
こ

の
日
．

国
ａ
｀
剛
消

防
団

に
よ

る
放
水
川

練

が
行

わ
れ
、

枚
月

台
・
乂
化

セ
ン
タ

ー
屋
外

ス
テ

ー

ジ
に

旡
ま

。
た
消
防

団
い
を
‥。川
に
。
冨
永

町
。艮

と
化

藤
忠

瓦
消
防

川
輿

が
あ

い

冫

っ
か
・
け

。
た
後
、
ｉ

四
台

の
消
防

心
動

叺

に
分
乗

し
た
団
い

の
皆

さ

ん

は

、
観
り
ふ
口
た
め
池

ド
池

と
。西
‥咀

堰

ぬ
『
．ｒ

に
分
か

れ
、
サ

イ

レ
ン
の
吹

叫

を
ぺ
八
叫

に
攷
氷

を
行

い
ま

し

た

放

木
訓

師
終
ｒ

後

に
は
、
吹

き
川

し
訓

神
で

什
ら

れ
た
。お
し
す

び
を
食

べ
、
消
防

川
い

の
杵
丶
；
ぺ
は
。
行
乍

に

吋
し
て

の
備

え
の

コ
　
八
　
い
　
Ｃ

て

認
廠
し

て

い
ま
し

た

観 月台 だめ池下挺 で行 われた消防日 員の甘 さんによる放水訓練

炊き肖し訓練を吁う赤十字蔘仕団の皆さん

「菲常食」は大 きな かまでゆでｔ けます

日
本
赤
十
字
社
国
見
町
分
区
と
は

日
本
赤
十
字
杜
は
本
社
を
東
京
に

お
き
、
各
都
道
府
県
に
支
郎
、
市
や

郎
に
地
ぼ
、
町
村
に
分
区
を
設
け
て

店
動
し
て

い
ま
す
『
。

口
本
亦
卜
字
社
川
見
町
分
区
と
は
、

川
本
赤
十
字
社
の
組
織
の
中
の
国
見

町
の
呼
称
で
す
。
分
Ｋ
妊
に
は
、
町

長
が
ｌ
嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。

分
区
の
Ｌ
な
業
務
は
、
吐
八
矼
集

と
随
時
行

］
て
い
る
災
富
援
助
等
で

す
。日

本
赤
卜
字
杜
は
、
社
員
に
よ

’。

て
組
織
き
れ
、
紅
月
五
ｆ口
円
以
上
の

お
耻
（
阯
資
）
を
納
人
す
れ
ば
、
誰

で
む
社
員
と
な
れ
ま
す
。
こ
の
杜
資

か
、
旧
内
は
む
と
よ
り
、
国
外
に
も

広
が
る
日
本
赤
十
字
仕
の
活
動
を
夊

え
て

い
る
の
で
す
「
。

分
ド
で
は
、
火
災
や
風
水
富
等
の

思
わ
ぬ
被
占
を
受
け
た
匯
帯
に
見
舞

令
や
救
援
物
資
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
　
救
援
物
資
は
、
平
時
に
お
い
て

も
常
時
分
Ｋ
に
伽
畜
さ
れ
。
災
害
に

備
え
て

い
ま
す
。。

国
見
町
赤
十
字
奉
仕
団
と
は

亦
卜
字
奉
仕
団
は
、
赤
十
字
の
人

心
岬
愛
の
柿
神
に
の
っ
と
り
組
織
さ

れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
川
で
す
。

国
見
町
赤
十
字
恥
仕
川
は
。
平
成

四
年
に
設
立
さ
れ
、

ご一
十
六
名
か
団

ｎ

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。



平
成
七
年
度

新
入
学
児
童

来
春
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
の
は
、

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
目
か
ら
平
成

元
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
百

七
名
の
皆
さ
ん
で
す
。

真
新
し
い
服
に
ラ
ン
ド
セ
ル
、
希

望
に
胸
膨
ら
ま
せ
て
元
気
な
姿
で
入

学
で
き
る
卜ｔ
フ
、
今
か
ら
健
康
に
気

を
つ
け
、
交
通
事
故
な
ど
に
遭
わ
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

氏
名
に
誤
り
や
記
載
も
れ
が
あ
れ

ば
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

－

問
い
合
わ
せ
・
連
幡
先

・
教
育
委
員
会
学
校
教
宵
課
・

雲
叙
2
1
1
1
　

内
線
２
１
２

平
成
七
年
度
小
学
校
入
学

予
定
者
名
簿
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◇
小
坂
小
学
校
1
1名
（
男
７
・
女
４
）

佐
藤

智
哉

菅
野

竜
一

玉
木

利
英

佐
藤
　
知
彦

冨
塚

裕
子

鴨
田

真
季

熊
坂

隆
文

仲
野
　

溯

小
坂

佳
史

高
橋

由
子

仲
野
美
由
紀

◇
藤
田
小
学
校
5
5名（

男
2
9・
女
2
6）

高
橋

信
樹

伊
藤

和
人

菊
地

佑
輝

阿
部

健
人

黒
田
　

崇
弘

吉
田
　

誠

後
藤

宏
明

高
橘

優
太

徳
江

雉
太

阿
部

黽
万

奥
山

拓
哉

安
達
　

準

古
山

博
槻

穗
苅
　

蜜

大
波

将
也

安
達
　

陵

一
條

大
地

有
馬
　

慶

佐
藤
原
李
香

高
野
美
紗
樹

俺
藤
　
麻
祐

引
地

愛
美

宍
戸
　
裕
香

佐
藤
奈
津
衣

古
川

未
奈

大
沼
　
艾
保

大
森
　

香

穂
積

佑
季

鎌
皿

智
里

伊
藤
　
早
紀

鴨
田
　

唯

高
橋
　

瞬

佐
藤

貴
紫

吉
田

圭
介

簗
瀬

智
秀

牧
野

裕
巨

八
巻

貴
裕

前
島

聖
史

思
田

成
嗣

岡
崎
　

新

佐
久
間
隆
成

佐
藤
　
孝
成

八
轡

美
里

菊
地

美
香

仲
田
　
由
佳

佐
藤
由
梨
絵

小
川
め
ぐ
み

平
野
亜
沙
美

吉
川
亜
紀
乃

浅
野
な
っ
み

中
野
奈
緒
美

渡
邊
奈
津
筅

武
田
加
奈
子

菅
野

千
尋

後
藤
知
香
子

◇
森
江
野
小
掌
校
旧
名（

男
８
・
女
扣
）

斎
藤

資
大

小
鳥

広
行

寺
島

和
宏

近
野
　
一
茂

佐
野

真
哉

菊
地

大
介

宍
戸

克
臣

村
上

智
衣

佐
藤
　
愛
珠

鷲
肥

伶
香

佐
野

郁
絵

引
地
香
奈
江

石
川
　
純
平

森
林

憲
美

消
水

忠
利

佐
藤
　
佳
那

佐
久
川
香
織

佐
久
間

唯

◇
大
木
戸
小
学
校
1
2
名
（
男
４

・
女
８

）

谷
津

貴
之

嫂
澤

雄
二

谷
津

絵
芙

人
沼
明
日
香

松
田

杪
織

松
浦

由
紀

遠
藤
　
正
米

畚
Ｕ

俊
光

大
沼
　

唯

酒
井

景
子

後
藤
　
江
里

関
根
　

藕

◇
大
枝
小
学
校
Ｈ
名
（
男
２
・
女
９
）

佐
藤
晋
太
郎

鈴
木

智
笂

菊
池
　
耶
哭

岩
城
奈
紬
災

後
藤

彩
香

擂
澤

淳
子

佐
久
間

謙

瀬
戸
香
也
恵

菊
地
　

恵

佐
腰

優
奈

佐
藤
沙
也
香

平成６年度入学式（小 坂小学 松）

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

農協森江 野支所荊 での献血活動

十
一
月
十
六
日
に
献
血
活
動
を
行

い
、
七
ｔ
四
名
の
皆
さ
ん
か
ら
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
献
血
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

｛
順

不
同

・
敬

称
略
｝

Ｏ
印
は
成
分
献
血
協
力
者

○
印
は
四
〇
〇
㎡
協
力
者

で

す

。

《

一

般

》

人
塚
　
信
子

安
達
は
つ
子

角
田

幸
代

八
巻

幸
子

◎
佐
藤
ひ
ろ
み

後
藤
せ
き
ｆ

三
ノ
輪
ミ
ド
リ

佐
藤
　
ク
ニ

○
鈴
木

朋
枝

○
酒
井

勝
弘

八
馳

和
子

○
阿
部

洋
一

《

睦

商

会

》

佐
藤
喜
代
子

丹
野
　
舛
子

扣
泉
　
栄
美

佐
藤
　
義
典

亀
岡
　
正
弘

横
山
す
み
え

佐
藤
キ
ョ
子

本
多
ふ
く
み

我
妻
　
安
男

俺
藤
喜
美
子

山
内

聴
子

八
鳥

香
織

飯
沼
　
昭
八

寺
島

友
災

荒
木
　
明
彦

○
佐
藤
と
し
江

瀬
戸
　
恵
子

岡
崎

由
美

渡
辺

邦
子

《
鬼

わ
さ

び
本

舗
》

加
藤
三
恵
子

山
ロ
　
ヒ

デ

本
田

秀
治

梶
川
　

淳

星
野
　
ミ
イ

森
　

洋
子

鈴
木
喜
久
雄

（
）
三
浦
　

学

○
艮
谷
川
裕
寿

佐
藤
　
一
男

鹿
股
　

螫

門
間
タ
ツ
ェ

〇
三
浦
　
弥
生

（
森

江
野

小
学

校
》

佐
々
木
二
郎

《
大

木
戸
小

学

校
》

紺
野

葉
介

後
藤
　
一
哲

○
山
内
　
雄
和

《
Ｊ
Ａ

福

島
国
見

町

》

Ｏ
佐
麟
　
邦
産

○
高
原

達
夫

○
小
池

幸
吉

佐
藤
　
長
一

〇
佐
藤

古
茂

玉
手
　

淳

《
国

見
町

商
工
会

》

○
古
川
と
き
子

佐
久
間
正
男

《
国

見
町

役
場

》

人
波
　

健

羽
根

洋
一

阿
部

正
一

〇
松
浦
　
昭
一

Ｏ
矢
部
亜
紀
子

赤
坂
　
三
枝

○
古
川

笑
子

蓬
剛

恭
子

Ｏ
武
田
　

京
子

武
田

幹
夫

○
安
藤

充
輝

吉
田

義
勝

○
半
澤
　
一
隆

鈴
木

哲
皀

菅
原

文
子

Ｏ
村
上
　
典
子

中
田

利
枝

佐
藤
水
無
子



後
藤
昌
伸
さ
ん
農
業

委
員

に

全
国
農
業
会
議
所
会
長
表
彰

卜
一
月
八
日
、
郡
山
市
の
ユ
ラ

。

ク
ス
熱
海
に
お
い
て
、
福
鳥
県
農
業

会
議
罷
足
四
卜
周
年
記
念
県
下
農
業

委
員
大
会
か
開
催
さ
れ
、
人
会
の
席

上
、
後
藤
昌
伸
さ
ん
（
川
内
宇
内
上

六
）

が
、
永
年
勤
続
農
業
委
員
と
し

て
、
全
国
農
業
会
蹴
所
会
艮
か
ら
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
七

月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
二
卜
二

年
余
に
わ
た
り
農
業
委
員
を
務
め
て

い
ま
す
。

表彰を受tl た橦驛黒伸さん

半
沢
里
沙
さ
ん

(県北中)

が
最
優
秀
賞

本
間
明
美
さ
ん

(藤田

小)は
奨
励
賞

～

人
権

作

文

・
書

道

コ

ン

テ

ス

ト

～

福
島
地
方
法
務
局
と
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
か
募
集
し
た
平
成
六
年

度
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
福
島
県
大
会
に
お
い
て
、
県
北
中

学
校
三
年
生
の
半
澤
里
沙
さ
ん
が
、

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

半
澤
さ
ん
は
、

’
少
女
と
母
か
ら

学
ん
だ
こ
と
」
と
題
し
て
作
文
を
応

募
。
四
千
五
百
十
点
中
、
最
優
秀
賞

は
、

｝
人
だ
け
。
半
澤
さ
ん
の
作
品

は
、
全
国
大
会
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

ま
た
。
平
成
六
年
度
小
学
生
人
権

香
道
コ
ン
テ
ス
ト
福
鳥
県
大
会
に
応

募
し
た
藤
田
小
学
校
六
年
生
の
本
間

明
美
き
ん
に
は
、
県
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
長
か
ら
奨
励
賞
か
贈
ら
れ
ま

し
た
。

賞
状
と
記
念
品
は
、
十
一
月
ニ
ト

九
日
、
福
島
地
方
法
務
局
斎
藤
人
権

擁
護
課
長
ら
が
、
藤
田
小
学
皎
と
県

北
中
学
校
に
足
を
運
び
、
本
間
さ
ん

と
嚼
澤
さ
ん
に
直
接
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

叢優秀貫を受貫し た半沢さん

県
北
中

生
徒
会
に

環
境
保
全
善
行
表
彰

身
近
な
環
境
保
全
に
努
力
し
て
い

る
県
北
中
学
校
生
徒
会
に
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ

ブ
国
際
協
会
福
島
地
区
ガ

バ
ナ
ー
と
国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

会
長
か
ら
、
表
彫
状
と
盾
、
副
賞
か

贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
の
伝
達
式
は
、
ト

ー
月
二

十
四
日
、
国
見
町
商
工
会
館
に
お
い

て
行
わ
れ
、
斎
藤
霧
助
国
見
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
長
か
ら
、
斎
謄
一
哉

県
北
中
学
校
艮
と
大
槻
恵
理
子
県
北

中
乍
校
生
徒
会
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

県
北
中
学
校
生
徒
会
で
は
、
昭
和

五
卜
九
年
か
ら
ク
リ
ー
ン

ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
通
し
て
、
道
路
や
駅
、
公

園
の
清
掃
を
行
う
ほ
か
、
環
境
保
全

に
対
す
る
意
識
の
商
揚
に
努
め
て
い

ま
す
．

大囎 会呉（左）と斎駆校長が表彫を受 ける

佐
勝
武
さ
ん
が
入
賞

～

第

二

回

県

鉢

花

品

評
会

～

十
一
月
二
十
九
日
、
い
わ
き
巾
中

火
卸
売
巾
場
で
第
二
同
県
鉢
花
品
評

会
か
開
か
れ
、
シ
ク
ラ
メ
ン
を
出
品

し
た
佐
藤
武
さ
ん
（
石
母
田
字
横
町

十
七
）
が
、
金
賞
の
県
農
業
会
議
会
い

艮
賞
に
岬
き
ま
し
た
。

昨
年
の
銀
賞
に
続
き
、
二
年
連
続

の
受
賞
で
す
。

佐
藤
さ
ん
は
、
四
年
的
か
ら
シ
ク

ラ
メ
ン
を
栽
培
し
て
お
り
、
石
母
川

字
国
見
地
内
の
（

ウ
ス
に
は
、
今
を

盛
り
と
六
千
鉢
の
シ
ク
ラ
メ
ン
が
、

咲
き
誇
っ
て

い
ま
し
た
。

入賞し た佐●武 さん とお母さん

三
世

代
の
主

張

森
江
野
小

の
三
人

が
入
賞入賞し た左 から爾地さん、斎藤さん、佐●さん

明
る

い
艮
寿

杜
会

づ
く

り

に
向
け

て

の
第

五
回

’
三
世

代

の
主
張

」
に

よ
せ
た
森
江
野
小
学
佼
の

。、一
人
の

「
主

張

」

が
入

賞
し

、
魴

福
島

県
長

寿
吐

会

推
進

機
構
（
佐
藤

栄
佐

久
理

事
長

）

か

ら
、

表
彰
状

が
贈

ら

れ
ま

し
た
。

人
賞

し

た
三

人

は
。
そ

れ

ぞ
れ
の

日

常
生

活

に
お

い
て

。

お
じ

い
ち

ゃ

ん
や

お
ば
あ

ち

ゃ
ん
か

ら
学

ん
だ
こ

と
や
感

じ

た
こ
と

を
テ

ー
マ

に
。
作

文

を
応
募

し
て

い
た
も

の
で
す

。

表
彰

式
は

、
十

一
月

卜
四

日
、
二

本

松
市

文
化

セ

ン
タ

ー
で
行

わ
れ
、

三
人
も

出
席

し
ま

し
た

。

入
賞

者

は
次
の

と
お

り
で
す

。

◇
佳
作
　
小
学
生
低
学
年
の
部

菊
地
め
ぐ
み
さ
ん
｛
三
年
生
｝

斎
藤
竜
也
さ
ん
（
三
年
生
）

◇
佳
作
　

小
学
生
商
学
年
の
部

佐
藤
　
望
さ
ん
（
六
年
生
）



ふ

く

し

ま

駅

伝

国
見
チ

ー

ム

総

合

十

八

位

町
の
部
八
位
入
賞

県
内
八
十
九
市
町
村
の
代
表
選
手

が
、
自
河
市
の
市
総
合
運
動
公
園
か

ら
福
励
心
の
県
庁
前
ま
で
の
全
艮
一

〇
こ
・
九
㎞
の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
竸

う

『
第
六
回
市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅

伝
競
走
大
会
』
（
略
称
・
ふ
く
し
ま

駅
伝
）
か
、
十
一
月
二
十
口
に
行
わ

れ
、
国
見
チ
ー
ム
の
選
手
は
、
十
五

区
間
に
見
事
な
タ
ス
キ
リ
レ
ー
を
展

開
し
、
総
合
で
卜
八
位
、
町
の
部
八

位
入
賞
と
い
う
好
成
績
を
お
さ
め
ま

し
た
．．

ふ
く
し
ま
駅
伝
当
日
は
、
朝
か
ら

雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り

ま
し
た
が
、
八
時
五
分
、
白
河
市
総

合
運
動
公
園
に
は
、
号
砲
か
響
き
渡

り
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
か
き
ら
れ
る

と
、
応
扱
に
駆
け
付
け
た
Ｍ
永
町
長
、

仲
野
町
議
会
議
艮
。
大
波
助
役
ら
が

ス
タ
ン
ド
や
沿
道
か
ら
熱
い
声
援
を

送
り
ま
し
た
。

国
見
千
－

ム
の
選
手
は
、
川
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
。
力
走
と
息

の
合

。。
た
タ
ス
キ
リ
レ
ー
で
、
ゴ
ー

ル
の
県
庁
前
ま
で
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

同
日
夜
に
は
、
国
見
町
農
協
会
館

に
お
い
て
報
占
会
か
行
わ
れ
、
人
賞

メ
ダ
ル
を
胸
に
選
手
が
入
場
す
る
と
、

会
場
に
は
。
祝
福
の
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
、
冨
永
町
長
か
選
手
の
奮
闘
を

た
た
え
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

仲
野
町
議
会
議
長
か
。
選
手
の
杵

さ
ん
に
慰
労
の
こ
と
ば
を
送
り
、
佐

藤
利
雄
町
教
育
蚕
‐
貝
長
の
乾
杯
の
発

声
で
懇
談
か
行
わ
れ
、
報
告
会
に
出

席
し
た
町
議
会
議
貝
や
関
係
青
な
ど

百
三
１
名
の
皆
さ
ん
は
、
入
賞
を
祝

い
合
い
ま
し
た
。

89市町吋の代表遇手が一斉にスタート

力
走
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

一
　

Ｋ

作
藤

真
紀

子

（
福
励
女

子

し
年
）

二
　

区

佐
藤

芙
笑

子

（
県
北

中
一
一
年

）

二
　

区
　

松

浦
裕

貴

（
平
河

ヒ

Ｘ
Ｉ

テ

．
ク

）

凹
　

区

大
沼

竹

皀

（
福
励

商
業

一
年

）

五
　

区
　

鈴

木
智

史

（
福
島

商
叢

一
年

）

六
　

Ｋ
　

佐

藤
和

彰

｛

県
北

中

．．．
乍
｝

Ｌ
　

区

斎

藤
世

哨
】

（
裁
郎

銀
行

）

八
　

区
　

‐‐
條
　

聡

（
県
北

中

ミ
年
）

九
　

区
　

瀬

戸
此

紀

（
県
北

中
二

年
）

卜
　

区
　

佐

藤
　

恵

｛

福
鳥

西
な

子
二

年
｝

ト

ー
区

佐

久
川

光
雛

（
国
見

電
7‐
）

ト
ニ

区
　

佐

藤
温

史

（
福
島

大

．一
彫
）

卜

．一
．
区
　

松

浦
孝

紀

｛

自
衛

隊

｝

卜
四

区
　

二

木
鄒

絵

｛

柵
島

な
ｆ

一
年

｝

卜

五
Ｋ
　

後
藤
正

ま

（
福
励

高

二
年

） 兄弟出場した左から．

佐藤真紀子さん、温史くん

芙美子さんの３人

ス
ポ
少
駅
伝
大
会

男
子
の
部

森
江
野
ス
ポ
少
Ａ
が
優
勝

大人顔負けのタスキリレーを展関 する選手の皆さん

ト

ー
Ｕ
二
十
日
、
国
見
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
駅
伝
競
走
大
会
県
北
地
Ｋ

人
会
か
開
催
さ
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ご
と
に
稲
成
さ
れ

た
男
ｆ
三
ｊ
チ

ー
ム
、
女
子
九
チ
ー

ム
の
選
手
か
、
呼
川
小
学
校
校
庭
を

ス
タ
ー
ト

ー
ゴ
ー
ル
と
す
る
八
区
間

十
㎞
の
コ
ー
ス
で
、
力
走
を
繰
り
広

げ
。
男
子
の
部
で
は
、
森
江
野
ス
ポ

少
Ａ
が
朷
縫
勝
。
女
子
の
部
で
は
、

三
年
辿
続
優
防
し
た
富
野
ス
ボ
少
に

次
い
で
、
森
汪
野
ス
ポ
少
が
昨
年
に

続
き
凖
優
勝
し
ま
し
た
。

又
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
人
会
は
、

国
見
町
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
連

合
会
（
神
津
武
志
会
長
）
の
主
熊
に

よ
り
、
日
頃
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
体
を

鍛
え
て
い
る
少
年
た
ち
に
駅
伝
を
通

し
て
親
睦
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
か
九

回
日
。

町
内
外
か
ら
出
場
し
た
チ
い
乙

コ

選
手
は
。
人
人
顔
負
け
の
タ
ス
キ
リ

レ
ー
を
展
開
し
。
全
チ

ー
ム
元
気
に

ゴ
・
・
ル
し
ま
し
た
。

走
り
終
え
た
7
.供
た
ち
は
、
お
母

さ
ん
た
ら
の
作

。
た
雑
煮
で
腹
ご
し

ら
え
、
晩
秋
の

。
日
を
楽
し
人
で

い

ま
し
た
。

国
見
町
の
区
間
賞
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
　
　

（
敏
称
略
）

◇
男
子
の
部

一
区

佐
藤
智
裕
（
森
江
野
Ａ
）

六
区

武
田

徹
（
　

″
　

）

七
区

作
久
川
修
司
（
　

″

）

八
区

熊
田
基
志
（
　

″
　

）

◇
女
子
の
部

一
一
区

佐
久
間
静
香
（
森
江
野
）

五
区

菊
地
亜
由
美
（
　

″

）

八
区

作
野
奈
津
美
（
　
″

）



INFORMATION

●

お
知
ら
せ

●

募
　

集

国
見
町
奨
学
生

町
で
は
、
商
校
、
高
専
、
大
学
生

に
対
し
て
、
修
学
資
金
お
よ
び
入
学

支
度
資
金
の
貸
し
付
け
を
行

り
て

い

ま
す
。

平
成
七
年
度
の
奨
学
生
を
次
の
要

鎖
で
募
集
し
ま
す
。

◇
修
学
資
金

・
募

集
人
貝
・：
若

千
名

・
貸

与
金
額

（
月

額
）

商
校
：
二

万
円
以
内

高
専
・
二

万
五
千
円
以
内

大
学
：
一
二
万
円
以
内

・
貨
与
期
間

平
成
七
年
四
月
～
最
短
修
学
期
問

◇
入
学
支
度
資
金

・
募
集
人
貝
…
若
干
名

・
貸
与
金
額
（
一
括
貸
与
）

高
校
・
高
専
・：
卜
五
万
円
以
内

大
学
…
二
十
五
万
円
以
内

◇
申
し
込
み
期
間

平
成
七
年
一
月
九
日
～
二
十
七
日

（
た
だ
し
。
土
、
Ｈ
、
祝
日
除
く
）

◇
資
格
等

岡
・
県
お
よ
び
他
団
体
か
ら
同
種

の
奨
学
資
金
の
貸
付
け
、
ま
た
は
、

給
与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

◇
申
し
込
み
場
所

・
国
見
町
教
育
委
貝
会
事
務
局

（
商
校
、
商
専
進
学
者
は
、
中
乍

咬
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

■
川
い
合
わ
せ

・
教
育
委
員
会
学
皎
教
育
課

公
翦
2
1
1
1
　
内
線
２
１
２

募

集

国

見

町

立

幼

稚

園

児

町
教
育
委
・
貝
会
で
は
、
就
宇
一
午

前
の
幼
児
を
対
象
と
し
て
、
次
に
よ

り
平
成
匕
年
度
国
見
町
立
幼
碓
園
児

を
募
集
し
ま
す
。

◇
申
し
込
み
期
間

平
成
七
年
一
月
九
日
～
二
十
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時
二
十
分

（
た
だ
し
、
土
、
日
、
祝
日
除
く
）

◇
申
し
込
み
場
所

藤
田
幼
稚
圃
・
森
江
野
幼
椎
剛

（
申
し
込
み
川
紙
等
は
各
幼
稚
園

に
あ
り
ま
す
）

◇
募
集
対
象

平
成
元
年
四
月
二
日
～
嘔
成
二
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

◇
持
参
し
て
い
た
だ
く
む
の

印
か
ん

（
森
江
野
幼
碓
園
に
つ

い
て
は
、

申
し
込
み
と
同
時
に
制
服
注
文
も

あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ

・
敦
青
委
員
会
学
校
教
育
躁

Ｓ
6
2
1
1
1
　
内
線
２
１
２

募
集

藤
田
保
育
所
入
所
児
童

平
成
七
年
度
藤
田
保
育
所
の
入
所

児
彖
を
、
次
の
と
お
り
矼
集
し
ま
す
．

◇
対
象
年
齢

一
歳

以
上

の
未

就
学

児

（
平
成

じ
￥

四

月

．一
日
現
在

）

◇
募
集
人
数

八

十
名

◇
保
育
時
間

午

前
八
叶

三

丿
分

～
午

後
叫
時
　

（
た
だ

し
、

必
要

な
方

に
つ

い
て

は
相
談
の

う

え
、

早
朝

・
夕
だ

の

保
青
も

い
た

し
ま

す
）

◇
申
し
込
み
期
間

平

成
Ｌ

年
一

川
六

日
～

卜
三
日

午

的
八

時
兄
－

分

～
午

後

紅
時

（
た

だ
し
。

土

・
日
曜

日
除
く

）

◇
申
し
込
み
鳩
所

役
場
住
民
柵
祉
課
福
祉
係

◇
持
番
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
か
ん
．
会
吐
Ｈ
な
ど
の
給
与
所

俳
者
の
場
（
口
は
．
ｆ
成
六
年
分
の

源
泉
徴
収
票
、

－

問
い
合
わ
せ

・
住
民
福
阯
渫
陥
阯
係

Ｓ
卵
2
1
1
1
　
内
線
１
３
４

・
藤
田
保
育
所

霏
醇
2
3
7
4

戸 籍 の 窓 口 (11 月受付分)

出生 おめでとうご ざい ます

f･の 乱　保護?i　 町内会

猛( た く ま)朽木 智幸 滝　 山

咲( さ　　き)鰰枝　 仁 源宗山西

廣 碧(ひ ろ み)八鳥 富一 山 崎 北

勇　太{ゆ う た}赤坂　 斉　山崎宮舘

111 亮(ゆうすけ)斎藤　孝育 宮 町 南

慶 岬(よ し き)松浦 淳一 並　 椈

風　斗Cか ぜ と)斎藤 敏雄 宮 町 南

輳　乃{あ や の}問　 好商 宮 町 北

敏　纜(としのり)  本 田 艾 町 南

浩{ ひ ろ し}長谷川甲－ 高　 墟

麻 衣(ま　 い)鈴木 隅巾 中　 部

知　里(ち さ と)野村 挌一 宮 町 北

結婚おめでとうご ざいます

氏　　 名　　 町内会

千 葉 政 冶　 駅　 前

マルテり,ｽﾃﾞﾗｸjSス･マllレン

フII 』ピン

小 野 康 弘　 白 石 市

浅 野 芙枝子　 滝　 山

佐 竹 博 志　 滝　 山

三 浦 理 香　 名 取 市

1藹 橘 芳 夫　 官 町 南

西 地 由 美　 騙 島 市

後 藤 字 臣　 萠　 田

斎 藤 佳 淑　 梁 川 町

佐 藤 政 行　 第 十 こ

高 橋 美 枝　 保 原 町

佐 藤 明 広　 駅　 餉

宍 戸　あけみ　 石毋田北

おくやみ申しあげます

氏　　 名　 年齢　町内会

佐 藤 サ　ダ　95　高　 城

實 沢　ｇ 市　79　第　 九

八　を　イ　シ　78　 本　 町

佐 藤　ヒサイ　74　並　 柳

安 ．藤 三 夫　76　的　 田



家
屋
の
滅
失
届
を

お
忘
れ
な
く

閥
定
資
産
税
は
、
一
月
一
日
現
在

で
土
地
や
家
屋
な
ど
の
固
定
資
産
を

お
持
ち
の
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

平
成
六
年
中
に
家
屋
を
取
り
壌
さ

れ
た
方
は
、
お
手
敏
で
も
印
鑑
を
ご

持
雷
の
う
え
。
平
成
七
年

。
月
三
十

一
日
ま
で
『

役
場
税
務
課
へ
ｉ
け
出

く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
税
務
課
で
家
屋
評
価
に

同
っ
た
お
宅
は
、
既
に
確
認
し
て
お

り
ま
す
の
で
除
か
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
役
場
税
務
課
固
定
資
産
係

壼
叙
2
1
1
1
　
内
線
１
５
３

一
一
〇
番

あ
な
た
を
守
る命

　

絅

警
察
で
は
、
毎
年
一
月

コ
じ
卩
４
』

一
一

匸
じ
贏
の
日
」
と
定
め
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
「
二

〇
番
」
の
積
極

的
な
利
川
と
正
し

い
か
け
方
に
つ
い

て
、
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

◇
通
報
は
落
ち
着
い
て
、
正
確
に

こ

Ｉ
〇
番
」
を
か
け
る
と
。
警

察
官
が
次
の
こ
と
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

○
何
か
あ
っ
た
の
か

交
通
事
故
、
泥
棒
な
ど
。

○
い
っ
、
ど
こ
で

発
生
を
目
撃
し
た
時
間
。
場

所
（
近
く
の
日
標
）
な
ど
。

０
嘔
件
、
嘔
故
の
日
撃
内
容

け
が
人
、
犯
人
、
（
逃
む
手

段
。
逃
走
ぢ
向
、
人
棚
）
な

ど
。

０
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
な
ど

◇
正
し
い
利
用
を

二

。
０
蕎
‘
は
、
緊
急
通
報
川

の
電
話
で
す
の
で
、
緊
急
の
川
件
で

な
い
川

い
合
わ
せ
。
相
談
ご
と
等
は
、

加
入
電
話
で
警
察
響
ま
た
は
駐
在
川

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

「
い
た
ず
ら
、
間
遮
い
」

の

．
Ｔ
ビ
番
通
報
か
増
加
し
て
お
り
、

緊
急
を
要
す
る
他
の
電
話
の
妨
げ
に

な

。。
て

い
ま
す
の
で
、
江
愚
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
桑
折
警
察
ｌ
　
雲
豺
2
1
5
1

年末年始水道修繕工事当番

月 日 �指　 定　 店　 名 �電　　　 話

12 月30H1

 2  月 引 日 �
㈲ 斎　 欠　設　 備�85 一一2 引 0

１月１凵 �㈲ 川　 兒　設　 濔�　　　85
  ー3063

自七85  -- 4 Ⅱ 7

凵孑 2 1-l�川 兇が又住宅設隔㈱�85  一 幻 37

口13 凵 �県　 北　 水　 道�85 272285 ｰ 272085

  ー2067

一 月 4 日 �㈲ 川　 兒　建　ll �ｰ  4522

１月５日 �㈲ 筏　藤　 設　備�　　85･-
 31 ( ) 3

自宅85 33  幻

い16 1］�ｔ 以 水 道I で裳所�85　 引 98

口1711 �㈲ 奈　 久　 設　備�85- 23  川

年末年始防犯運動 12月９日～１月７日

ゆく年くる年笑顔で防犯

みんなで防犯に心がけ、

犯罪や事故のない明るい

年末年始にしましょう!!

人 口 と 世 帯

12月１日現在(前 月比)11 月中の動き

人
　
口

･男5  , 795人(  + 7 1

･女6  靆 72 人(  十 4 )

･訐11  , 931人(  十 II )

世帯数3  靆 03戸(  十 9 )

転入16 人

転出11 人

出生11 人

死亡 ５人

新 年 の 賀 詞 交 歓 会
平成７年の国 見町新壓賀討夊歓会を町、商]こ会、1小と町農業協同組合、

町工襲クラブ共催で、次のとおり開仇いたします｡
●と　　 き･-･

●と こ ろ‥･

●参 加 料･-

●申込方 法=-

ｆ成７年１月4 rl （水） 午後２畤

国 見町農協会館ホール

1.０（x）円

参加を希甲される方は、 月 日 まで、参加抖を添えて役

場総務課、町商工会、国見町農業協同組合管理課のいずれ

かにお申し込みください、

■問い合わせ　 ●役場 総務課庶務係 酋85 2111　 内線121

こ

よ

み

12月　師走（しわす）

2211（木）冬　至

23 日 (金）天嘔誕生日

25 日 ( 日 ) クリスマ ス

日 ( 水）官庁御川納め

１月　睦月（むつき）

一 日 ( 日 ) 元　旦

４Ｈ（水）官庁御用始め

７日（土）七　甎

15日（旧 成人の日

心配ごと相談日
場所 ：役場 ２畊 相談宝 （東側人卜ヵ･.I.亅jﾉ､･jくだお･3

時 間：９畤 ～12 時

こまったことや、棚談ごとがありましたら．お気軽に

ご相談ください．
相談八

12月261亅（月）古　IU　一元　人・佐久間　そ　卜
１月お 日 ( 金 ) 阿　郎　俊 也・渋　谷 受　 子

１月5 11は休ませていただきます。
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NEWS

公
民
館
だ
よ
り

国
見
町
公
民
館

国
見
町
大
弓

Ｊ

ぽ

に

Ｆ
Ａ
Ｘ

町
2
7
0
7

し
め
縄
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

く

に
八

女
性
教

室
汢

卜

．
．り

Ｌ

卜
、

お
卍

り
に

阯
う

『
し

め
縄
か

ぎ
り

‘

バ
く

り
を

ほ

い
ま
し

た
『

教

室
生

．
．
卜
四
人

が
参
加

し
．

講

帥

の
山
叭

麟
む

工
門

さ
ん
、

劉
地

気

Ｌ
予

ん

か
ら
し

め
縄

の
山
‐Ｋ
に
っ

い

て

説
川

を
闘

い
た

あ
と
、
作
ｔ

に
収

り
組

み

ま
し

た
　

縄

を
な
う
０

業

が

叨

め
て

と

い
う

廴
も

多
’
、
．
思
う

よ

・・

に
作

叢
か

世
ま
ず
み

労

す
る

場
而

も

見
ら

れ
ま

し

た
．

縄

に
は
り

や
コ

冫
ブ
、
紙

か

ぎ

りＩ

を
・収

り
つ

け
、
し

め
縄
か
ｙ

ら

か
完

成

。
ｔ
・
咄
者

は

竃
成
品

な・
自
七

に
ｎ

ち
‥呷
り
。

圭`
ｙ

は
Ｆ
づ

く

り
の
！
‘
め

縄

力
か
ぎ

り
で

お
よ
Ｉ

ぞ
Ｊ
え

る

こ

’つ
に
な
　

て

い
ま
す

しめ輿づくり に勘む女性数室生

一
般
の
部
国
見
町

中
学
の
部
県
北
中
が
優
勝

～

伊
達
郡

内

駅
伝
～

第
ｔ

．
川
伊

達
部
内

駅
伝

毆
ｔ

人

会

は
！

二
目
．
円
川

、
飯

粁
町
政

川
前

な
一
久
タ

ー
ト

し
、

郎
内

力
町
､
 ぐ い

巾

し
て

際
川

町
中

火
公
民
館

前

に
．コ

ー

曚
于

る
コ

．ヽ
ス
で

問
か

れ
、

．
般

力

郎
は
川

口
｀
町
か
．

中
学

校
の

乱
で
ら

県
北

中

が
優
勝

し
ま
し

た

附
潼

地

方
体
育

協
公

の
Ｉト
催
で

川

か

れ
、

．
般
の

部
に

卜
．
中

十
校

の

郎

に
じ
チ

ー

ム
が
出
川

し
5
5
・

４
ｊ

匸

艇
1
2
卜
問

．
中
学
1
3
卜
間

）
に

健
卿

を
甌

い
ま

し
た

ｈ

位

人
賞
チ

ー

ム
は
次

の
と

お

り

で
す

．

【
一
般

】
◇
総

合

優
　

勝
　

国
Ｕ
、
町

３
時
問
８
り
ぶ
眇

凖
優
怖
　
必
川
町
Ａ

吊
．、．位
　
川
俣
町

【
中
．．”・
Ｑ
】

優
　

怖
　
以
北
巾

３
時
川
1
6兮
芻
眇

凖
縫
怖
　
醺
片
中

砥
　
位
　
伊
４

巾

卜 ．･ブでタスキをリレ ーする 惴渚 きん

L国旦役場酊中細所 ）

鶫ii を廿･j広ljlｔ ハウンドｉ ニス大合

吉
田
・
大
竹
．
ヘ
ア
が
優
勝

～
町
長
杯
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会
～

町
吋
二
‥
併

川
－

固

り
・
観

り

台
七

化

セ

ン
タ

’
離
成
・乱
念

・
第

。
。川
剛
。

長
脯
（

ウ

ン
ド
テ

’一
乙
廴

余
・

は
Ｉ

．
り

。
。
卜
Ｌ

卜
、
観

り

台
廴

化
セ
・
’

タ

ーｉ
体

介
館
で

開

か

れ
ま
し

た

廴
会

に

は
町
内

の
愛

好
羚

。．
Ｉ

六

廴
か

川
川

し
、
が

な
ま

た
は

な

。Ｌ
に

よ
る

ベ
ア

を
つ
’

ヽ

て

、

。１

瀉一
リ

ー

グ

と
決
防

ト
ー

ｆ
’
ノ

、ｌ

∴
に
舛
戦

か

繰

り
広

げ
ま
’
み

。

成

績

は
次
の

と

お
り
で

す

優

勝

凖
艇
勝

第

．．『

位

占
田
富
丸

子

人
竹
　

ッ
・不

松
浦
　

文

ｆ

安

保
ｆ

ツ
グ

飛
木
　

町

ｆ

徳
ｒ
卜

寿
・
１

ペ
ア

ペ
ア

ペ
ア

ソ
リ
づ
く
り
に
挑
戦

少
印
仲
間
づ
Ｃ

り
教
室
で
は
Ｉ

．・

り
Ｉ
ニ
ト
と
Ｉ
ご
Ｕ

卜
日
の
Ｉ
川
に

わ

た
り

、
ソ

リ

づ
く

り
を

行

い
ま
し

た

。今
年

の
冬

は

自
作
の

ソ

リ
で
雪

遊

ぴ
か
一
し
よ
う
　

と
開
か

れ

た
も
の

で

。
叨

め
の
う

ら
は

簡
叭
そ

う

に
み

え

た
ソ

り
も
、

竹
の

切
り
万

、

割
り

な

、
そ

れ
に
釘

の
打

ち
込

み
方

な
ど

ど

わ
夕

と

Ｉ。
て

も
、
竹

と

卜
の

性
質

を
Ｌ

ｆ

に
利
Ⅲ

し
な

い
芦

』。思

う

よ
う

に

進
ま
な

い
こ

と

ば
か

り
で
し

た
、

何

回
か
人

敗
を
；

り
也
し

て
ぃ

る
う

ら
・
に
、
Ｌ
Ｆ

に
な
・

て

い
く
こ

と
か

自

ひ
で
も

わ
か

・。
た
よ

う

で
す

。

作
騫

の
中

”。‐∴

黔

む
ず

か
し

か

。

た
の
は

の
こ
ぎ

り
の

阯

い
万

で

。
ず

ぃ

ぷ
ん
苫

労
し

ま
し

た
か

、
班

ご
と

に
お
互
。
い
に
協

力
し
合

い
、

努
力
し

た
か

い
が
あ

ご

ヽ
、

自
作

の
り

・
ぱ

な

ソ
り

か
川
火
Ｌ

か

り
ま

し

た
。

参
・
加
者

は
、

完
成

廴

た
り
り

を
ｆ

に

「
早
く
一

か

降

こ
て
、

胄
の

中
を

思

い

っ
き

り
滑

ご

冫
″
た

ご

と
。

胸

を
は

ず
ま

ゼ
て

ぃ
ま
し

た

。



子

育

て

コ

ー

ナ

ー

「
幼
児
の
し
つ
け

五

つ
の

自

立

」

ト

ー
月
十
一
日

。
子
育
て
教
窒

『
幼
児
の
し
っ
け
』
の
テ
ー
マ
で
、

福
島
お
元
社
会
教
育
指
導
員
の
佐
藤

キ
イ
先
生
か
ら
っ
ぎ
の
よ
う
な
講
演

か
あ
り
ま
し
た
。

子
育
て
の
目
的
は
『
自
立
』

一
。
肉
体
的
自
立
　

成
長
に
と
も
な

っ
て
肉
体
的
自
立
か
辿
む
。

二
、
生
活
的
自
立
　
生
活
し
て
い
く

上
で
必
饗
な
衣
食
住
に
闃
す
る
行

為
が
自
分
で
で
き
る
。

階
段
の
昇
り
方
も
、
は
じ
め
は
片

足
ず
つ
昇
っ
て
い
た
の
が
、
両
足

を
交
互
に
し
て
蚌
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

ボ
タ
ン
を
は
め
る
、
箸
の
も
ち
方

も
正
し
い
持
ち
方

が
で
き
る
‘

（
税
で
も
Ⅲ
し
い
持
ち
方
を
し
て

い
な
い
人
が
い
る
）

・
手
足
の
迎
動
と
感
覚
か
青
つ
。
こ

れ
は
脳
の
発
宵
と
大
き
な
関
連
が

あ
る
。

無
聡
を
さ
せ
な
い
で
、
少
し
で
も

Ｉ励
ま
し
て
や
る
こ
と
か
大
事
。

コ

ヴ
プ
の
水
を
運
ぶ
と
き
も
、
少

し
ぐ
ら
い
こ
ぼ
し
て
も
、
あ
た
た

か
く
見
守
っ
て
や
る
。
落
し
て
が

ラ
ス
か
割
れ
た
ら
、
危
な
い
こ
と

を
教
え
て
や
る
。
そ
れ
か
平
衡
感

覚
を
育
て
、
安
全
に
閹
す
る
心
磚

え
か
育
つ
の
で
す
。

三
。
精
神
的
自
立
　

だ
れ
に
も
幀
ら

ず
に
、
生
き
ぬ
く
心
の
強
さ
を
育

て
る
。
（
依
頼
心
の
脱
却
）

す
ぐ
手
を
貸
さ
な
い
。
転
ん
で
も

ひ
と
り
で
起
き
る
。
温
か
く
励
ま

し
て
や
る
。

円
。
知
的
自
立
　
物
事
を
よ
く
観
察

し
、
自
分
で
判
断
し
、
決
定
で
き

る
力
を
育
て
る
。

『
ど
う
す

れ

ば
い

い
の
』

と
だ
れ

か
の

判
断

を
仰

い
で
か

ら
行

動
す

る

子
か
増

え
て

い
る

。

一
ど
う

す

る

か
な

」
と
考

え
さ
せ

、
ヒ

ン
ト

を
与

え
て

や
る

。

楽
し

い
行

事
の

後

。
た
の
し

か

ゝ

た
？

』
と

必
ず

き
い
て

や
る

。
そ

し
て

具
体

的

に
質

問
す

る
。
そ

れ

に
よ

っ
て
よ

く
観

察
し

、
衣
現

す

る
力

や
豊

か
な
感

性

か
養
わ

れ
る

。

。瓦
、
経

済
的

自
立
　

自
分

が
生

き
て

ゅ
く

の
に

必
要
な

費
用

は
自

分
の

手
で

糘
ぐ

。
「
大

学
生

に
な

っ
て

親

に
啾

を

せ
が

む
４
」
は
考
え

も
の
）

買
物
に
辿
れ
て
い
り
て

『
お
母
さ

ん
か
取
る
か
ら
ね
』
と
約
束
さ
せ
。

勝
手
に
取
ら
せ
な

リ

ム
ダ
買

い

を
さ
せ
な
い
。
お
金
の
大
切
さ
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
。

ム
ダ
な
玩
具
を
興
い
与
え
な
い
。

資
源
。
自
然
を
人
切
に
す
る
心
を

青
て
る
。

五
つ
の
自
立
か
令
部
備
わ
っ
て
、
は

じ
め
て
人
川
は
自
立
し
て

い
る
こ
と

に
な
る
．

子
育

て

と
は
、

子

ど
も
が
自

立
し

き

る
ま
で

続
く

。
途

中
で

い
や
に

な

っ
た
、
破
れ
た
か
ら
と
い

ご

≒

放
り

出
す

わ
け

に
は

い
か
な

い
。

。一
十
年

が
か

り
で
育

て

ら
れ
て

い
く

う
ち

に
、

さ
ま

ざ
ま
な

人
間

が
川
火
あ
か

ご
ヽ
い
く
。
そ

れ
は
、

そ

の
間
ど

ん
な

子
育

て
か
行

わ
れ

た
か
に
よ
【
。
て
違

い
て
く
る
の
だ
、

手
抜

き
や
、

貎
の

身
勝

手
な

子
育

て
は

。
こ

十
印
経

っ
て

必
ず

、
老

い
た
貎

の
身

の
上

に

ふ
り
か

か

っ

て
く

る
。

大切なのは親子のふれあい

新

着

図

書

案

内

～
観
月

台

文
化
セ

ン
タ

ー
図
書
室

～

み
な
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
一
般
図
£

必
　

名
　
　
　

箸

肴

名

パ
イ
ナ

″
プ
リ
ン
　
　

古
本
ぱ
な
な

か
く
れ
ん
ぽ
御
宿
か
わ
せ
み

平
岩

弓
枝

オ
レ
・二
あ

壺
（
上
・
下
）

宮
本
　

岬

Ｎ
・
Ｐ
　
　
　
　
　

古
本
ば
な
な

魔
術
は
さ
さ
や
く
　

宮
部
み
ゆ
き

レ
ペ
ル
フ
（
セ
ブ
ン
）

宮
部
み
ゆ
き

人
生
の
親
戚
　
　
　

大
江
健
三
郎

と
か
げ
　
　
　
　
　

占
本
ば
な
な

マ
デ
ィ
ソ
ン
邵
の
槁
　
ロ
バ
ー
ト

ー

ジ
ヱ
ー
ム
ズ
・
ウ
ｔ
ラ
ー

ア
ン
ネ
の
日
記
　
　

ア
ン
ネ
・
フ

ーフ
ン
ク

秘
曲
御
宿
か
わ
せ
み
　
ｆ
岩
　
弓
技

き

の
ね

（
上

・
下

）
　

宮
尾

登

美
子

あ

か
ち

ゃ
ん
か

来

た
　

石

坂
　

啓

龍

は
眠
る
　
　
　
　

宮

部
み

ゆ
き

マ

リ
カ
の

永

い
夜
　

古
本

ば
な
な

【
児

歌
図

欝
】

書
　

名
　
　
　
　

発

行

所

学
校
の
怪
鮫
Ｉ
（
全
1
0附
）
　

ポ
プ
ラ

阯

学
校
の
怪
破
２
（
令
５
冊
）
　

ポ
プ
ラ

汢

皿
座
と
碵
を
み
っ
け
よ
う
　
　

誠

文

堂

道
只

と
機

械
の
本
　
　

岩

波

畜
店

ほ

ん
と
う

に
あ

っ

た
お

ば
け

の

話

偕

成

社

よ
う

こ
そ

恐
竜

は
く

ぷ
っ

か
ん

佑

学

阯

他
に
も
多
数
購
人
し
ま
し
た
の
で
、

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行 事 の お 知 ら せ

月 日 昭　 行　　　　　　　　　　!11

16 金 ・子育て教室「自主学習」

・ﾐ.ツドナイトライブ
17 土

（フランキージェット シティ）

12 18 日 ・子どもまつり

20 火 ・子ども移動図J｝館（藤田小３年）

・くにみ女性教室「陶芸 グループ」
22 木

・子育て教室「閉講式」

・大技地区移助公民館「孫育て学級」

10 火 ・子ども移助図含館（藤旧小２年）

１　　　 ・成人学級

11 水 ・子ども移動図書郎 （大木戸小）

15 日 ・町成人式

・奴月台文化センターは12月29日から
備 考　 １　３日　で　 です



わだい
道
路
愛
護
活
動
を
実
施

～
町
土
木
建
設
業
協
会
～

町
上
木
建
設
業
協
会
【
波
辺

】
会

長
）
で
は
、
道
路
の
美
化
に
少
し
で

も
貢
献
し
よ
う
と
、
卜
一
月
．一
十
二

卩
．
徳
江
大
鴣
の
た
も
と
か
ら
桑
折

町
と
の
境
界
ま
で
の
広
域
農
道
（
町

道
四
号
）
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
．

道
路
清
掃
に
は
、
町
十
木
建
設
業

協
会
会
員
約
一
こ
＋
名
が
参
加
。
平
日

が
か
り
で
、
路
肩
の
土
を
収
り
除
く

な
ど
の
奉
什
作
業
に
よ
り
、
道
路
は

兒
違
え
る
よ
う
に
美
し
く
な
り
ま
し

た
。道

路
愛
護
活
助
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
杵
さ
ん
、
本
当
に
御
苦
劣
様

で
し
た
。

こ
の
子
ら
に

詢
れ
る
道
と
　
よ
い
マ
ナ
ー

ｌ 路の滴掃を行う建Ｕ 業唱 会の皆さん

バ

ロ
ッ

ク

音

楽

に

酔
　
　
う

十

。
月
十
八
一日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
東
京
バ

ロ

″
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
。
二
部
牌
成
で
行

わ
れ
、
第
一
部
で
は
、

バ
ロ
。
ク
音

楽
の
代
表
的
な
楽
器
チ
ェ
ン
バ
ロ
と

聴衆を齢 わせたパロ ｙクコンサート

フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
．
チ

．
口
を

川
い
て
数
ヤ
の
名
曲
か
演
灸
き
れ
、

第
二
部
で
は
、
チ

グ
／
バ
ロ
を
ピ
ア

ノ
に
肺
え
て
な
じ
八
の
深
い

’肖
待

草
｀
や
「
荒
城
の
Ｕ
」
な
ど
し
演
奏

さ
れ
ま
し
た
．

コ
ン
サ

ー
ト
に
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、

チ

ー
／
バ
ロ
の
素
朴
な
狸
色
を
楽
し

む
と
と
も
に
．
伝
統
的
な
バ
ロ

．
ク

音
楽
に
酔

こ
て
い
ま
し
た
．

高
齢
者
を
招
き
昼
食
会

～
藤
田
婦
人
会
～

藤
川
婦
人
会
（
山
本
テ
ル
会
長
）

で
は
、
高
齢
＆
ボ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
活
動

の

‐‐
環
と
し
て
、
十
一
月
ニ
ト
日
、

藤
川
地
区
の
ハ
ト
歳
以
Ｌ
の
方
と
六

十
．五
歳
以
Ｌ
の
一
人
暮
ら
し
の
方
八

卜
名
を
招
き
、
観
月
台
攵
化
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
．
第
三
回
目
の
高
齢
者

昼
食
会
を
閧
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
梼
さ
ん
は
。
会
食
を
行

い
な
が
ら
、
踊
り
Ｉ
や
氏
謡
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ

。
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
嘔
耄
は
、
高
齢
抒
ボ
ラ
ン
テ

‘‐
ア
活
動
の
育
成
助
長
の
た
め
、
町

か
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
に
お
願
い

し
、
各
地
区
婦
人
会
ご
と
に
高
齢
者

の
慰
問
活
動
や
侯
食
会
な
ど
幅
広
い

活
動
を
嵯
川
し
て

い
る
も
の
で
す
。

昼食を稾しむ参加１ の飩･さん

季
節
保
育
所
で

閉
所
式

ト

ー
月
三
十
日
、
町
内
四
季
節
保

育
所
に
お
い
て
閉
所
式
か
行
わ
れ
。

四
月
か
ら
百
七
十
四
日
間
、
各
季
節

保
育
所
に
お
い
て
楽
し
く
過
ご
し
て

い
た
幼
児
た
ち
は
、
し
ぱ
ら
く
の
間

お
別
れ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
木
】尸
季
節
保
育
所
の
閑
所
式
で

は

、
責
任

者
の
商

僑

隆
雉

き
ん

が
。

あ

い
さ

っ
を
行

っ
た

の
に
続

き
、

束

賓

の
皆

さ
ん
か

祝
辞

を
述

べ
、
幼
児

令
。員
で

一
保
育

閥
の

う

た
」
を
（
口
唱

し

ま
し

た
。

ま

た
、
お
遊

戯
会

が
行

わ
れ

、
幼

児

た

ら
が
、

か
わ

い

い
し

ぐ
さ

で
歌

や
り

ズ
ム
を

彼
露
す

る

と
、
関

所
式

に
出

席
し

た
家
賓

や
父
兇

の
皆

さ
ん

は
、
日

を
細

め
て

見
人

り
ま

し
た

。

｢ こんなに上手に なり ました｣{ 大木戸季節保 育所}

編集
日記

2311から元､ltまでの夜。阿津賀志山が ライトア ー､ブされるljか、25

日夜には阿沖 賀志山 を訪 れる人Eこ1･ンil･がもてなされます。

また、ラ イトア 、ブ朷ll の2311には、 花火か夜空を彩ります.

I’】ヽライアングルクラブ」の皆さん本7!ilこ磚苦労 様で･ｌｊ （Ｓ）

発行・編集　国見町総務課
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